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研究の背景
①福祉レジーム論： Esping-Andersen(1999)
②福祉国家の類型や多様性に着目した諸研究：

W.Arts/J.Gelissen(2010), M.Seeleib-Kaiser u.a.(2008), F.-X.Kaufmann(2015)他
③大陸ヨーロッパ諸国・日韓の比較研究：ひとり親家族支援策の国際比較（舩橋・湯澤・魚住・相馬 2020）

（ 『平成２４年版厚生労働白書』p78）

現在（2023）までの研究成果（文献研究・現地調査）
ヨーロッパ大陸型福祉国家に共通する特徴ードイツとオランダ
共通点：キリスト教の教義に基づく家族主義, 補完性原理, 民間非営利団体が福祉に果たす役割
相違点：◇ドイツ：福祉六団体による福祉サービスの提供

医療保険改革・年金改革・ハルツ改革による福祉削減→民間営利団体,自助努力へ
◇オランダ：北欧＆大陸混合型福祉, 民間営利団体の成長, 急速な政策決定と改革
フレキシブルな政策転換がもたらす福祉政策の継続性への影響

調査事例： ドイツ ミュンヘン市 フリュステンリード
「ASZ（高齢者サービスセンター）」でのヒヤリング調査（２023.9.11.）
第二次世界大戦後に組織化した民間支援団体を統合する組織(1990年設立)
〇市内３４箇所の多様な支援組織の連携化, ミュンヘン市による統括
〇地域の高齢者支援ネットワークの構築（社会的属性による差別の解消）
〇異なる宗派を基盤とする民間非営利団体の役割＝全ての人にサービスを繋ぐ
△行政、市民ボランティアの連携→「共助」への期待，多文化共生の課題
△近年の急速な教会離れがもたらす活動財源の縮小
△コロナ・パンデミック下の変化ー民間営利団体との連携
△高齢化と在宅支援の充実→地方自治体の負担増→地域間格差の拡大

図１：E.-Andersenによる「福祉レジーム」の概念

研究の目的

社会の新自由主義化,地方分権化に伴う「福祉国家衰退」のもとで，大陸ヨーロッパ諸国でも,福祉サービ
スの担い手は「公から民へ」の流れの中にある．ドイツとオランダは，伝統的にキリスト教民主主義のもと
で発展をみた福祉国家であるという点で共通している．両国における近年の福祉改革の方向性と，民間
非営利団体の主導による社会福祉行政が,どのように連動し,変容しつつあるのかに着目する．
具体的には，両国の民間非営利団体の変化を把握することを通じて，大陸ヨーロッパ諸国（ドイツとオラ
ンダ）の福祉改革における「公」の位置づけの変化を見極め，最終的には日本の福祉行政への示唆を得る

ことを目的とする．

考察と結論
・社会福祉行政における民間非営利団体の役割の変化＝地方自治体を中心に諸団体の連携強化（ドイツ）
民間営利団体との競合，所得階層による福祉サービスの分化（オランダ）
・福祉財源問題を中心に論じられてきた福祉国家改革が、コロナ・パンデミックを経過し多様な組織間の
協働に重点を置く方向へと変化（ドイツ/オランダ），その継続性については注視する必要
・東西の地域間格差の拡大（ドイツ）
・コロナ・パンデミック下における福祉国家への要請と揺り戻し（ドイツ・オランダ）・・・今後の変化に注目
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